
▼泗水図書館
・第２・４土曜日　午前11時～
　泗水っ子童話会のおはなし会
・第４金曜日　午前11時～
　おはなしの部屋（赤ちゃんのおはなし会）
▼中央公民館図書室
・第１・５土曜日　午前10時30分～　中央おはなし会
・第２・４土曜日　午前10時30分～　きくちおはなしのもり

「おおきなクマさんとちいさなヤマネくん
　　　　　　　もりいちばんのおともだち」

　森で一番大きなクマさんは、
小さなものが好きでした。森で
一番小さなヤマネくんは、大き
なものが好きでした。「ヤマネ
くん小さくってかわいいなあ」
「クマさん大きくってかっこ
いいなあ」二人は出会ってすぐ
に、森で一番の仲良しになりま

した。
　季節ごとに、大きくて怖がりのクマさんと、小さ
くて無鉄砲なヤマネくん、二人を中心に森で起こる
騒動や泣き笑い。ここぞのときの思い切りと譲り合
い、ほんわかさせられるラスト。七城の子どもたち
も大好きなお話です。私のお気に入りは、フルーツ
飾りの３段デコレーションケーキを、ヤマネくんが
トンネルを掘りながら完食するシーン。
　４冊シリーズが欠けていたのでリクエストした
ら、七城公民館図書室ではすぐにそろえてください
ました。
　　　　　　　　　　　岡

お か

本
も と

由
ゆ

紀
き

さん（清水区）

　各図書館（室）では、毎月おはなし会を行っています。
皆さんの参加をお待ちしてます。

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
桜えほん展示してます♪図書館
（室）にも素敵な春が来ました！
　　　　　　　　　　　ホタル 

耳より情報

泗水図書館
　妄想科学小説
　サーカスナイト
　不知火おとめ 
　火の杯 
　実家の片づけ活かし方
　寺嫁ごはん
　地雷をふんだゾウ
　仙人のおしえ
中央公民館
　孤独死のリアル
　１日５分笑って長生き 100の習慣 
　夜だけ「ふんどし」温活法
　連写 
　醒めながら見る夢
　りんごの花がさいていた 
　みんなのほねほね 
七城公民館図書室
　透明カメレオン
　我が心の底の光
　あなぐまアパート  
　真夜中のディズニーで考えた働く幸せ
旭志公民館図書室
　峠しぐれ
　絵本の森でうまれたバッグ 
　へいわってすてきだね 
　マララ　教育のために立ち上がり、
　　　　　世界を変えた少女 
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泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

ふくざわゆみこ　さく

▼七城公民館図書室
・第３土曜日　午後２時～　おはなし会
▼旭志公民館図書室
・第３土曜日　午後1時30分～　おはなし会

毎回楽しいお話で子どもたちも大喜び♪
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